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1.はじめに ,

現在の情報基盤を鑑みると,政府によるIT戦略が積極的に推進されつつあるものの,依然r紙

を基盤とする情報社会Jである感は否めないo しかし,近年急速に普及し始めた出版におけるD

TPくDesk Top Publishingほブロ-ドバンド.ネットワ-クの融合によるrPaperからScreen

ヘJと展開する情報の生産流通過程の変革は,出版物をデジ夕ル.コンテンツとして,その生産

性の向上とプロセスの高速化をもたらした.不可視的財であるデジ夕ル.コンテンツは-従来著

者と読者の間に介在する既存の印臥出臥取次,書店,図書館における生産流通基盤に対して-

機能やサ-ビス形態の進展俊革や改革ではなく,伝統的なサ-ビスを包含するIを余儀なくさせ

ている.

電子出版あるいは電子出版物という言葉は決して新しいキ-ワ-ドではないが,電子出版物が
P

書籍として納本制度の対象となったのは平成12年であるo情報を電子的媒体等を使用して公表す

ることをr電子出臥,電子出版によって公表されたものをr電子出版物Jと定義した現在の納本

制度は, r国立国会図書館法の-部を改正する法律熟として平成12年3月31日に成立し川ー

形態別としてrネットワ-ク系電子出版軌と, lFD, CD-RO肌DVD等の有形の媒体に情報を記録

したrJIoツケ-ジ系電子出版物J E2コに区分された.現状では平成12年10月1日以降に発行され

たパッケ-ジ系電子出版物が国立国会図書館ヘの納入対象とされている.
.T

読者を満足させ得ないサ-ビスは存続し得ない.ただ単に出版物をデジ夕ル化して電子出版物

と称しても,それは読者には受け入れられなし.1であろう.顧客心理を把握し,顧客のとの関係を

良好に維持.改善することを目的としたCRMくCustomer Relationship Managemenいを推進す

ることにより,全ての個別読者を満足させることの出来る情報や利用環境を創出してこそ,出版

社や図書館の存続意義があるo電子出版物が普及することは,書籍の利用環境が変化することで

あり,書籍そのものの変化をも意味し,さらには,新たな研究手法や教育方法論を生み出すこと

であるo

大学図書館等においては,電子出版物の購読とアクセス環境の整備が必須とされ,情報提供サ

-ビスの充実という使命のもと,パッケ-ジ系電子出版物といえども,その利用形態としてはイ

ントラネットやLAN等のネットワ-ク経由であることが多いoなおかつ現在では,電子ジヤ-ナ

ルに代表されるイン夕-ネット経由による-次情報の購読も-般化しており,コンソ-シアムの

結成にも従前にも増して関心が高くなっている.

購読料等支払に関した電子商取引の発生,既存メディア資料のデジ夕ル化や電子出版物の貸出

返乱e-learningにおけるe-booksやe-textbooksへの対瓜さらには全てに関わる権利間題

など,デジ夕ル情報化社会く知識創発型社会t3コ1に向けて,電子出版物と既存書籍の共存のもと,

図書館においては情報を欲する人々のフア-ストリゾ-トとなるベく,新たな図書館運営が必要



とされている.

-九出版業界においては,電子出版を核としたネットワ-ク提携の可能性を見越した合併や

異業種の参入など,新たな潮流が発生している.長年培ったピジネスプロセス,物理的資鼠歴

史的資鼠コンピュ-テイング資鼠情報力等を核としたtrOne-Source Multi-UseJの理念によ

り, -層のデジ夕ル化を推進するための出版システムと編集手法が創出され,新たなビジネスス

夕イルを構築しつつある.

このような状況の中で,情報の生産流通過程や利用形態が今後どのように発展していくのか-

財政的課題,制度的課題,技術的課題から電子出版の推移を説明し今後の動向について考察するo

2.進化するメディア

2-1情報の入手と共有

2-2情報流通の多様化

2-3 -次情報,二次情報,リンク情報

3.情報通信の基盤整備

311ブロ-ドバンド号サ-ピス

3-2出版とネットワ-クの融合

3-3図書館サ-ビスの進展

4.祇と印刷と出版業界

4-1出版流通過程

4-2マイナス成長の現実

5.出版社の挑戦

5-1 Print On Demand

5-2電子出版く既存タイトルの電子版と新規出版1

5-3 Copyright in an Electronic World

5-4価格政策

6.電子出版物の基本的な特徴

6-1メリット

6-2デメリット

6-3 Paper盈ScreenくピクセルとパルプI

6-4ネットワ-ク系とパッケ-ジ系

7,海外電子出版の動向

7-1 0pen eBook



7-2 e-Book 鹿 e-Textbook 鹿 Audio e-Book

7-3学協会,大学出版局,商業出版社

8.国内電子出版の動向

8-1電子ブック

8-2 e-Book 盈 e-Textbook 度 Audio e-Book

8-3クリック 盈モル夕ル

9.図書館における電子出版物の活用

9-1 CRM くCustomer Relationship Management1

9-2出版ビジネスと図書館とOJ,共存体制

9-3組織内外の専門家や業者とのアライアンス強化く知的インフラの構至掛

10.電子出版物括用への社会的合意の必要性

10-1権利の尊重

10-2プライバシ-情戟の保護

10-3有償提供への社会的合意一無償提供
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